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〒 ２ ２ ６ － ０ ０ ２ ５  横 浜 市 緑 区 十 日 市 場 町 １ ７ ２ ６ － ７ 

T E L .  0 4 5 - 9 8 4 - 2 4 0 0 （ 代 表 ）  F A X .  0 4 5 - 9 8 3 - 4 2 7 1 

発 行  地 域 医 療 連 携 室  T E L . 0 4 5 - 9 8 4 - 6 2 1 6 （ 直 通 ） 

訪問リハビリ担当 理学療法⼠ 遠藤 ⿓  

「みんなの健康講座inみどりアートパーク」開催 

 【訪問リハビリテーションとは】 
 訪問リハビリテーション（以下訪問リハビリ）では、利⽤者
様のご⾃宅にお伺いして、⾝辺動作（⾷事、更⾐、⼊浴 
など）や家事動作、趣味活動などの⽇常⽣活⾏為の⾃⽴
および社会参加への⽀援を⾏っています。病院（⼊院・外来）
で⾏うリハビリと異なる⼤きな利点は、「実際の⽣活場⾯で 
リハビリができること」にあります。例えば、⾃宅でのトイレ動作
練習（⽅向転換、⽴ち座り、バランス能⼒など）や家事 
動作、最寄りの公共交通機関利⽤の練習や、ご家族様へ
の介護指導なども⾏うことができます。 

 

【当院の訪問リハビリの特⻑】 
 厚⽣労働省の調査で「退院後2週間以内」に訪問リハビリ
を開始したほうが「退院後2週間以降」開始の場合と⽐較
し、⽇常⽣活⾏為がより改善することが明らかになっています。 
病院とは異なる⾃宅環境での⽣活への適応の難しさがある
中、退院後の⽇常⽣活⾏為の改善のためには、退院直後
から訪問リハビリを利⽤し、「実際の⽣活場⾯でリハビリを⾏う
こと」が重要なためです。 

 当院の訪問リハビリは「病院内」に事業所を構えていること
による様々な利点があります。訪問リハビリ職員が院内で主
治医や看護師、医療相談員等と密に情報共有ができること
で、ご利⽤予定の⽅のお⾝体の状況を“退院前”から把握
し、退院後の訪問リハビリに速やかに移⾏できます。また、 
訪問中に体調が悪くなり、再び⼊院の必要があった場合に、
担当者が利⽤者様の直前のお⾝体の状況を病院に情報
提供できるため、速やかな治療が可能です。このように「速や
かな医療」と「病院から継続した“連携の途切れない”リハビリ」
を受けていただけることが当院訪問リハビリの特⻑です。 

 10⽉7⽇（⼟）⻑津⽥駅前にある横浜市緑区⺠⽂化センター（みどりアートパーク）にて「みんなの健康講座」を開催
し、200名の⽅にご来場いただきました。第1部 「こわい重症脳梗塞への⼀⼿︕」第2部 「負担の少ない⼤腸がん治療」
ともに⾝近な病気に関する最新治療についての講演で、熱⼼に聞き⼊る会場の様⼦から
皆様の関⼼の⾼さがうかがえました。 

 病気になったときの対応、薬の正しい飲み⽅、早期発⾒のための検査の重要性などを
知っていただくことができ、アンケートでも次回開催を期待する回答が多く寄せられました。 
 当院では、地域の皆様のお役にたてるよう今後も健康講座を開催してまいります。 

 
 訪問リハビリでの様⼦（ご本⼈様の許可を得て掲載） 

家事動作（上）、趣味の盆栽の剪定 

 【訪問リハビリのご利⽤⽅法】 
 訪問リハビリをご希望の⽅は、担当のケアマネジャー様より 
当院までご連絡ください。 
  ・ご⾃宅にお住まいで、介護認定を受けている⽅ 
  ・対象地域︓横浜市緑区、⻘葉区、都筑区、旭区 
         （その他の区については要相談） 
  ・受付窓⼝︓⼤平雅弘（訪問リハビリ責任者） 
  ・電話番号︓045-984-2400（代表）  



 当院の送迎バスドライバーの唐⼾（からと）廣光さんが 
神奈川県⾃動⾞安全運転競技⼤会緑区⼤会で好成績を
収め、区の代表として県⼤会に出場しま
した。⾞両点検技術と安全運転の技量
が試される⼤会での経験を今後の更なる
安全運⾏にいかしてまいります。 

 チ ー ム 医 療 ｜ 患 者 サ ポ ー ト チ ー ム  

 患者サポートチーム   ⾕川 千鶴⼦（看護部） 

 当院では、⼊院や通院中の患者さま・ご家族さまを対象に、病気に関する疑問や
⼊院⽣活上の不安・要望、⾃宅療養や介護の問題など、気軽にご相談いただける
場所として「患者相談窓⼝」を設けております。  

 窓⼝には専任の担当者がおり、あらゆる相談に対して患者さまお⼀⼈おひとりの 
思いを⼤切に「患者さまに寄り添った対応」に努めております。また、患者さまサポート
メンバーとして、専任者の他に医療安全管理者・⼊院病棟と外来の看護責任者・ 
医療ソーシャルワーカー・CS（カスタマーサービス）室主任・医事課主任の8名で
チーム編成しており、相談の内容によっては関連部署と連携し、安⼼して治療を受け
ていただけるよう⽀援いたします。 

 今年度上半期だけでも300件近くの相談をお受けし、問題の解決や不安の軽減
につなげることができました。また、苦情やご意⾒に関しても、安全な医療体制の 
構築や医療サービスの向上に繋げていく為の貴重なご意⾒として、関連部署からの 
意⾒と併せて⼀つひとつ丁寧に対応させていただいております。 

 メンバーで協⼒し、どんな相談にも対応できるよう体制を整え、お待ちしております。お気づきの点がございましたら、患者 
相談窓⼝にご連絡ください。 

患者サポートチーム 

  当院の詳細はホームページをご覧ください  http://www.shinmidori.com/    ＱＲコード→ 

平成29年11⽉18⽇(⼟)  冬の感染症にご注意︕〜インフルエンザ・ノロウイルスから⾝を守りましょう〜 
 講師 横浜新緑総合病院 内科部⻑ 宮城 司  感染管理認定看護師  ⻄澤 教正 
平成30年1⽉20⽇（⼟） 「脈のみだれは危険信号︖」   講師 横浜新緑総合病院 院⻑ 向井 惠⼀ 

会場 ⼗⽇市場地区センター  ２階中会議室 （⼗⽇市場駅より徒歩５分）  
時間  午後1:30〜2:30 問合せ  地域医療連携室  045-984-6216（直）045-984-2400 

 平成２９年度    みんなの健康講座       主催︓横浜新緑総合病院   ※参加費無料  

患者相談  

第46回 神奈川県⾃動⾞安全運転競技⼤会 

 当院では毎年「MOA美術館緑区児童作品展」に協賛
しております。今年も⼊賞作品を外来ロビーに展⽰いたし 
ますのでご覧ください。 

 展⽰期間︓11⽉13⽇（⽉）〜11⽉25⽇（⼟）  

 現在、放射線科では新規ＭＲＩ装置の設置⼯事を 
⾏っております。⼯事中は放射線
科前の廊下が⼀部狭くなるなど、
患者様には⼤変ご迷惑をお掛け 
いたしますが、何卒ご理解の程 
よ ろ し く お 願 い い た し ま す。  
 なお、最新ＭＲＩ装置の稼働 
は1⽉上旬を予定しております。 

3ﾃｽﾗMRI装置 PHILIPS社製 ︓ Ingenia 3.0T 

 MOA美術館緑区児童作品展 

ＭＲＩ新規導⼊に伴う⼯事のお知らせ 

 12⽉末まで職員の 
⼀員として働くペッパー 
です。 

 いくつかの簡単な質問に答えて 
いただくことで「健康チェック」ができ 
ます。どうぞご利⽤ください。 
 外来受付で皆様をお待ちして 
おります。 

Pepper（対話型問診ロボット） 

健康チェック 
しませんか︖ 


